
令和７年度 災害支援協力連絡会 議事録 

 

日 時：令和７年５月 21日（金） 14：00～15：00 

場 所：鹿児島地域振興局５階 大会議室 

出席者：（発注者側） 

     建設部長      喜元 亨 

     建設総務課長    高良 尚男 

     土木建築課長    原田 尚志 

     河川港湾課長    安藤 崇 

     土木建築課技術補佐 馬場園 良幸 

     土木建築課技術主幹 迫 浩朗（代理） 

     河川港湾課技術補佐 川路 博昭 

     技術調整係長    三田 昭二 

     技術主査      能見 克彦 

     技術主査      松野下 晃平 

    （測量設計業協会側） 

     役 員 安永会長、福田副会長、萩原理事 

     連絡責任者  正：大福コンサルタント 叶 晋二、保坂健太郎 

副：萩原技研 津村 英明 

（地質調査業協会側） 

     役 員 川邊理事長、宇都副理事、緒方理事、松元理事 

     連帯責任者 南谷 貢 

 

１．開会挨拶 

    喜元建設部長 

    安永会長 

    渡邉理事長 

 

２．連絡体制に係る情報交換について 

  ・三田係長より、受発注者相互の連絡体系図、支援企業・鹿児島地域の連絡体制に

ついて説明があった（資料１）。 

 

３．公共土木施設の状況について 

  ・三田係長より、「管内の概要」について説明があった（資料２）。 

 

 



４．支援協力の範囲及び災害時の被災状況調査内容について（測量設計業協会） 

  ・福田副会長より、支援協力の実績、支援協力連絡会や災害対応研修会の開催状況、

災害支援協力の流れ、災害調査員証明書（今年は緑色）、腕章、ベストについて

説明があった。 

 

５．支援協力の範囲及び災害時の被災状況調査内容について（地質調査業協会） 

  ・宇都副理事より、大規模災害時における地質調査等の支援協力について説明があ

った（資料１）。 

  ・松元理事より、支援協力の流れ、災害支援協力のフロー図、身分証明書、腕章、

ベスト、地質調査報告書について説明があった（資料２，３）。 

 

６．意見交換 

  ① 旅費交通費について 

   ・川路技術補佐より、三島や十島への旅費交通費についても協会で対応していた

だけるのでしょうか。 

   → 安永会長より、過去の離島対応も含め協会で対応しているが、状況に応じて

事務所へ相談している。 

   → 宇都副理事長より、協会で積み立てをしており、これで対応可能である。 

   

② ＤＸ査定について 

   ・喜元建設部長より、３Ｄデータにより図面作成を行うことからがＤＸ査定とな

るのでしょうか。 

   → 安永会長より、ドローンや 360°カメラ等を使用することについてもＤＸ査

定となると考えます。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


